
 

 

第 133 回  大村市在宅ケアセミナーのご案内 

日  時   平成 26 年 9 月 18 日（木）18：45～20:30 

場  所   大村市民会館 ３階 大会議室 

内  容   「 最近、話題の感染症 」 

講 師    長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 

             教授 泉川 公一 先生  

 

 

市民公開講座 開催決定！！ 

      平成２６年度 市民公開講座を、大村市と大村市在宅ケアセミナー共催で､「 葬儀屋さんが 

考える終活の今 」と題し、御手洗 千世（みたらい ちよ）先生をお招きし開催致します。 

      日 時  平成２６年１１月２０日（木） １９：００～２０：４０（１８：３０分 開場） 

      場 所  大村市コミュニティセンター大会議室 

      沢山の参加をお待ちしています。ご予定をお願い致します。 

 

    緊急医療情報キットの運用検討中！！            

   ≪救急医療情報キット≫とは？               

   ひとり暮らしの高齢者等の安心・安全を確保するため、かかりつけ医や持病などの医療情報、緊急 

連絡先などの情報を専用容器に入れて、自宅の冷蔵庫で保管するものです。 

大村市でも平成２６年度にモデル地区で施行し将来的に全市で行える様に検討をしています。       

平成２６年度メインテーマ　『私たちの地域が求める地域包括ケアとは？』
～　在宅ケアセミナーからの提案　～



 第 132 回 大村市在宅ケアセミナー 開催報告 

 日   時      平成２６年 7 月１7 日（木） １８：４５ ～ 

場   所    大村市民会館 ３階  大会議室 

       内   容       認知症地域連繋 ～大村市の現況と今踏み出すべき一歩～ 

       講   師       伊崎脳神経外科・内科 院長 伊崎明 先生 

参加人数     １４２名  当日入会 ６１名 （新規 ３６名） 

                         セミナ－参加者の感想（沢山の感想が寄せられたので一部掲載致します。） 

○ 自分の立っているところから 少しずつ始める、伝えていく当たり前の事だけ 

どとても大切なことだと今日改めて気づくことが出来ました。 

○ 諫早市の認知症診療の取組と比較して大村市の課題が多い事を痛感させられた。 

○ 三人しかいない認知症サポート医の連携､意志の統一が必要であるし医師会と大 

村市＆包括の連携が重要。 

○ 基幹病院の状況・各市町村の現状が明確化して有ったのでわかりやすく方向性が  

（課題が）見えてきた。 

○ 地域の病院の状況を理解することが出来ました。又、地域の課題、これからどう   

            進めていく必要が有るのかとてもわかりやすくまとめてあったと思います。認知症

の問題は古いようで新しい問題だとわかりました。これから地域で体制を作りたい。 

○ とても面白く考えさせられる内容でした。まだまだ認知症の方への対応が医療機関から出来ていないことを

知り問題意識が強くなりました。そこで対応できる医療機関が増えるようになるにはどうすればよいのか、私

たち介護員が出来ることはないのか次回セミナーで構いませんので教えて欲しいと思います。 

○ 認知症と大変むずかしいと勉強に来たが先生の最後の言葉「笑顔」は残ると、ひまわりの絵は勇気をもらい、

これから頑張ろうと思いました。ありがとうございました。 

○ 大村市の認知症に対する取組の動きを知る事ができ（地域連携体制など）とても良かったです。これを機会

に考えていきたいと思います。 

○ 大村市の現状、これからの課題などとても良くわかり、深刻だなぁと感じましたが、最後に「笑顔」と言う

キーワードで締めくくられましたので、準備はしっかりとただし悲観的にならず認知症対策が出来ていくよう

に努めたいと思います。 

 

 世界アルツハイマーデー記念講演会＆大村市居宅ケアマネジャーとの意見交換会 

 日時：平成２６年９月１２日（金）１３：３０～１６：３０  場所：大村市総合福祉センター大会議室 

 内容：介護体験発表、講演：「認知症の人が住みよい社会資源の活用」長崎大学病院看護部長 小渕美樹子氏 

 主催：認知症の人と家族の会 長崎県支部  参加費：無料  

    どなたでも参加できます。 沢山の参加をお願い致します。 

伊崎 明 先生 


